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～結核は、きちんと治療すれば治る病気です～

９月24日～30日は
結核予防週間

令和５年９月16日発行
健康づくり課

　229－3310　　229－3346

結核は、結核菌によって主に肺に炎症が起
きる病気です。
今でも１年間に１万人以上の人が結核を発
症しています。感染しても全ての人が発病す
るわけではなく、健康な人の多くは、免疫の
働きによって結核菌を抑え込みます。しか
し、加齢や病気などで免疫力が落ちると、発
病することがあります。
初期症状は風邪に似ています。痰のからむ
咳や微熱、身体のだるさが２週間以上続いて
いる場合は早めに医療機関を受診しましょう。
早期発見で重症化を防ぐことが大切です。

　津市では、多胎(双子以上)を妊娠された人へ
の支援として、妊婦健診14回を受診した後
で、多胎妊婦の健診を受けた場合、追加で５回
分までの助成(上限5,000円)を行っています。
追加分の妊婦健診は、母
子健康手帳交付時にお渡
しした、多胎妊婦さん用
の母子保健のしおりを利
用して受診できます。

問い合わせ　保健センターでは、各年代を
通して健康づくりができるよう
に、健康相談や健康教室、電話
相談を実施しています。お気軽
にご利用ください。

保健センター名 問い合わせ保健センター名
中　央
久　居
河　芸
芸　濃
美　里

※香良洲・白山・美杉保健センターは、保健師が不在の時があります。

229－3164
255－8864
245－1212
266－2520
279－8128

安　濃
香良洲
一　志
白　山
美　杉

268－5800
292－4183
295－0112
262－7294
272－8089

①健康相談 ②栄養相談
　保健師、栄養士による相談や血圧測定などを行い
ます。
と　き　10月31日(火)９時30分～11時
ところ　中央保健センター
対　象　18歳以上
定　員　①②各３人
申し込み　９月26日(火)から同保健センターへ

離乳食教室
栄養士が離乳食の作り方の工夫やポイント、とり

わけ食などについて紹介します。

定　員　各15人程度　※初めての人優先
持ち物　母子健康手帳、筆記用具、バスタオル
申し込み　９月20日(水)から各保健センターへ

ところ
（保健センター名）

とき
（10月） 対　象

20日㈮
10 ： 00～
11 ： 00

安　濃
離乳食教室
(初期)

離乳食に不安がある、
生後10カ月頃からの乳
幼児を持つ保護者

11日㈬
10 ： 00～
11 ： 00

中　央離乳食教室
(後期)

18日㈬
10 ： 00～
11 ： 00

一　志

妊婦、離乳食開始前ま
たは開始したばかりの
乳児を持つ保護者

精神科医師によるこころの健康相談
　不安、眠れない、閉じこもりなどこころの問題で
悩んでいる人、またはその家族の相談に精神科医師
が応じます。
と　き　10月30日(月)14時～、15時～、16時～
ところ　中央保健センター
定　員　各１人
申し込み　９月26日(火)から同保
健センターへ

育児を楽しむために、双子以上を妊娠中の人や
育児中の保護者同士で、交流や情報交換をしませ
んか。母子保健推進員がお待ちしています。
と　き　11月15日(水)、来年１月９日(火)、３月
13日(水)10時～11時45分
※11月15日(水)は双子を妊娠中の人向け教室「さ

くらんぼ教室」も同時開催します。希望者は事
前に電話で、中央保健センターへお申し込みく
ださい。
ところ　中央保健センター１階 健康づくり室
対　象　現在双子以上を妊娠中の人、または双子
以上を育児中の保護者

問い合わせ　中央保健センター　t229－3164

日 津リージョンプラザ

歯科衛生士・栄養士による妊産婦教室

場　所
入れ歯・歯の矯正装置(マウスピース)の洗浄　※先着30人(事前予約不要)

石膏人形色塗り　※先着100人(事前予約不要)

医療ネットみえ(県内医療機関の情報検索サイト)の紹介

減塩啓発紙芝居(元気戦隊ゲンエンジャー)や健康マイレージの紹介

フレイル予防・生活習慣病予防・ジェネリック医薬品について

地域包括支援センターの紹介、認知症について

臓器提供の意思表示について

「毎日野菜たっぷり、朝ごはんを食べましょう」のレシピ紹介など

さあ始めよう！新しいエクササイズ「スクエアステップ」の紹介

アルコールと健康、感染症予防、がん検診について、災害時における健康への備え

親子遊びの紹介

１階　中央保健センター

対　象　接種当日に津市に住民登録がある満65歳
以上の人
ただし、次の人は対象となりません。
①過去に肺炎球菌ワクチン(23価)を接種したこと
がある人
②定期接種の対象年齢の人(年度末年齢65・70・
75・80・85・90・95・100歳)
③脾臓摘出または公害健康被害補償制度で公費負
担の適用がある人

助成額　  上限3,000円
申請方法　各保健センターの窓口で事前申請が必
要です。「マイナンバーカード」または「通知
カード+運転免許証など(顔写真付き身分証明書
１点または顔写真のない身分証明書２点)」をご
持参ください。
※郵送での申請も可能です。助成申請書は津市
ホームページからもダウンロード可

ひぞう

　妊娠中に心がけたいお口の健康とバランス食につ
いて紹介します。
と　き　10月10日(火)10時～11時45分
ところ　中央保健センター
対　象　妊婦とその夫(パートナー)
定　員　15組程度
申し込み　９月20日(水)から同保健センターへ

３階　生活文化情報センター
　　　(展示室)

内　容

こう

健康まつりの
詳細は津市
ホームページから


